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今
年
８
月
、
京
都
府
福
知

山
市
で
花
火
大
会
に
来
て

い
た
見
物
客
が
、
夜
店
の
ガ

ソ
リ
ン
携
行
缶
の
爆
発
に

よ
っ
て
３
人
が
死
亡
、
56
人

が
重
軽
傷
を
負
う
と
い
う

大
惨
事
が
発
生
し
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。 

 

原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
ガ
ソ
リ
ン
携
行

缶
の
不
適
切
な
操
作
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ガ
ソ
リ
ン
は
、
自
動
車
や

農
業
用
機
械
な
ど
の
燃
料

と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る

と
火
災
や
爆
発
の
原
因
と

な
る
「「「
危危危
険険険
物物物
」」」
で
す
。 

 

ま
た
こ
れ
か
ら
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
燃
料
と
し
て
灯

油
を
使
用
す
る
季
節
が
や

っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
灯
油

も
「「「
危危危
険険険
物物物
」」」
で
す
。 

 

こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と

使
い
方
に
つ
い
て
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

    

ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ

ナ
ス

40
度
で
も
容
易
に
気
化

し
、
小
さ
な
火
源
で
も
爆
発
的

に
燃
焼
す
る
と
い
う
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
、

空
気
よ
り
重
い
た
め
床
面
に

沿
っ
て
広
範
囲
に
拡
大
す
る

特
性
が
あ
り
、
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
思
わ
ぬ
火
源
（
ラ
イ
タ

ー
等
の
裸
火
、
静
電
気
、
衝
撃

の
火
花
等
）
に
よ
っ
て
引
火
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
静
電
気
を
た
め
や

す
い
性
質
を
持
つ
た
め
、
人
が

持
っ
て
い
る
静
電
気
の
火
花

に
よ
る
着
火
の
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
高
い
危
険
性

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ

ソ
リ
ン
が
あ
ま
り
に
も
身
近

に
あ
る
た
め
危
険
性
を
軽
視

し
が
ち
で
す
が
、
そ
の
取
り
扱

い
や
保
管
に
つ
い
て
細
心
の

注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で

す
。 
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①
火
気
に
近
づ
け
な
い 

 

引
火
防
止
の
た
め
火
気
か
ら

２
ｍ
以
上
離
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
直
射
日
光
を
避
け
る 

 

紫
外
線
の
影
響
で
劣
化
が
早

く
進
み
ま
す
。 

③
密
栓
し
て
貯
蔵
す
る 

 

左
右
の
栓
が
閉
ま
っ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

④
注
油
の
と
き
は
火
を
消
す 

 

ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
注
油
す
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
し
て
く

だ
さ
い
。 

             

  

保保
管管
はは
高高
温温
やや
直直
射射
日日
光光
をを
避避

けけ
、、
容容
器器
内内
圧圧
がが
上上
がが
らら
なな
いい
よよ

うう
にに
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

特特
にに
夏夏
場場
はは
使使
用用
前前
にに
必必
ずず
圧圧

抜抜
きき
ババ
ルル
ブブ
をを
開開
けけ
てて
、、
容容
器器
圧圧

をを
下下
げげ
てて
かか
らら
蓋蓋
をを
開開
けけ
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。
蓋蓋
をを
開開
けけ
たた
とと
たた
んん
、、
容容

器器
かか
らら
ガガ
ソソ
リリ
ンン
がが
噴噴
きき
出出
しし
引引

火火
すす
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
まま
すす
。。  

  
まま
たた
、、
取取
りり
扱扱
うう
とと
きき
にに
はは
周周

囲囲
のの
火火
気気
をを
完完
全全
にに
取取
りり
除除
いい
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
始始
動動
しし

たた
まま
まま
のの
給給
油油
もも
厳厳
禁禁
でで
すす
。。 

 

ガガ
ソソ
リリ
ンン
容容
器器
はは
そそ
のの
素素
材材
等等

にに
、、
法法
にに
よよ
るる
制制
限限
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

  

灯灯
油油
用用
のの
ポポ
リリ
缶缶
にに
ガガ
ソソ
リリ
ンン

をを
入入
れれ
るる
ここ
とと
はは
、、
ポポ
リリ
缶缶
がが
侵侵

ささ
れれ
、、
変変
形形
しし
漏漏
れれ
るる
恐恐
れれ
がが
ああ

りり
非非
常常
にに
危危
険険
でで
すす
のの
でで
、、
絶絶
対対

にに
やや
めめ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
必必
ずず
消消
防防

法法
令令
のの
基基
準準
にに
適適
合合
しし
たた
金金
属属
性性

のの
専専
用用
容容
器器
にに
入入
れれ
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
※※
一一
部部
製製
品品
にに
ポポ
リリ
エエ
チチ
レレ

ンン
製製
のの
容容
器器
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
容容

量量
がが
1100
リリ
ッッ
トト
ルル
以以
下下
とと
決決
めめ
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
）） 

  

ガガ
ソソ
リリ
ンン
はは
、、
セセ
ルル
フフ
スス
タタ
ンン

ドド
でで
利利
用用
者者
自自
らら
がが
容容
器器
にに
入入
れれ

るる
ここ
とと
はは
、、
消消
防防
法法
令令
でで
禁禁
止止
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
のの
でで
絶絶
対対
にに
やや
めめ
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。
必必
ずず
従従
業業
員員
にに
入入
れれ

てて
もも
らら
うう
よよ
うう
にに
しし
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。  まま

たた
、、
容容
器器
をを
車車
内内
にに
入入
れれ
てて

運運
搬搬
すす
るる
場場
合合
はは
、、
金金
属属
製製
のの
容容

器器
にに
限限
りり
、、
そそ
のの
最最
大大
容容
量量
はは
2222

リリ
ッッ
トト
ルル
以以
下下
とと
決決
めめ
らら
れれ
てて
いい

まま
すす
。。  

  

消消
防防
法法
令令
のの
基基
準準
にに
適適
合合
しし
たた

容容
器器
をを
選選
ぶぶ
目目
安安
とと
しし
てて
、、
上上
記記

のの
２２
つつ
のの
ママ
ーー
クク
をを
参参
考考
にに
しし
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

UUNN
規規
格格
はは
国国
際際
基基
準準
のの
運運
搬搬
容容

器器
テテ
スス
トト
規規
格格
でで
、、
ここ
のの
規規
格格
にに

合合
格格
しし
たた
容容
器器
はは
、、
消消
防防
法法
にに
適適

合合
しし
たた
容容
器器
とと
みみ
なな
ささ
れれ
まま
すす
。。  

  

ＫＫ
ＨＨ
ＫＫ
ママ
ーー
クク
はは
危危
険険
物物
保保
安安

技技
術術
協協
会会
がが
実実
施施
しし
たた
、、
消消
防防
法法

にに
よよ
るる
容容
器器
性性
能能
試試
験験
にに
合合
格格
しし

たた
容容
器器
にに
貼貼
付付
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。  
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消消
防防
署署
でで
はは
、、
1111

月月
９９
日日

（（
土土
））
かか
らら
1155
日日
（（
金金
））
まま
でで
のの

一一
週週
間間
、、
『『
消消
すす
まま
でで
はは  

心心

のの
警警
報報  

ＯＯ
ＮＮ
のの
まま
まま
』』
のの
全全
国国

統統
一一
防防
火火
標標
語語
をを
合合
言言
葉葉
にに
、、

秋秋
のの
火火
災災
予予
防防
運運
動動
をを
実実
施施

しし
まま
すす
。。  

 

 
さ
つ
ま
町
で
は
、
10
月

10
日

現
在
で
、
火
災
が

10
件
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
一

年
間
の
火
災
件
数
を
、
あ
と
２

ヶ
月
残
し
て
す
で
に
超
え
て
し

ま
っ
て
い
る
非
常
事
態
で
す
。 

（
※
平
成

25
年
火
災
発
生
状

況
内
訳 

建
物
４
件
・
林
野
２

件
・
そ
の
他
４
件
） 

 

火
災
予
防
は
、 

住
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
が

非
常
に
大
切
で
す
。 

 

『
我
が
家
か
ら
は
絶
対
に
火

事
を
だ
さ
な
い
』
と
の
思
い
を

常
に
も
っ
て
、
防
火
に
ご
協
力

下
さ
い
。 

 

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
期
間

中
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

防
火
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

町
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
隊

員
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
会
場
に
遊

び
に
来
て
下
さ
い
。 

          

●
11
月
９
日 

防
火
パ
レ
ー

ド 

 

吉
祥
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の 

 

園
児
ら
と
屋
地
・
虎
居
市
街 

 

地
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。 

           

●

11
月

10
日 

Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
農
業
祭 

 

車
両
展
示
・
煙
体
験
・
恵
光 

 

保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の 

 

演
技
が
あ
り
ま
す
。 

          

●
11
月

17
日 

さ
つ
ま
フ
ェ

ス
タ 

 

消
火
体
験
・
救
助
体
験
・
天 

 

ぷ
ら
油
火
災
実
験
・
一
日
消 

 

防
署
長
・
煙
体
験
が
で
き
ま 

す
。 

        

●
各
地
区
の
文
化
祭 

園
児
の
消
防
車
写
生
会
作
品 

を
展
示
し
ま
す
。 

●
火
災
予
防
期
間
中
、
庁

舎
を
一
般
開
放 

 

車
両
見
学
・
庁
舎
見
学
・
防 

火
衣
着
装
体
験
が
で
き
ま
す
。 

               

右
の
表
は
、
出
火
原
因
の
ワ

ー
ス
ト
５
で
す
。
各
ご
家
庭
で

そ
の
防
火
対
策
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
さ
つ
ま
町
ワ
ー
ス
ト
１
位

『
た
き
火
』
の
一
事
例 

伐
採
し
た
竹
を
焼
却
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
風
に
煽
ら
れ
て
周

囲
に
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。 

▼
原
因 

こ
れ
く
ら
い
の
風
な
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
い
、
火
を
つ
け

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
一
因
で
す
。 

▼
対
策 

 

風
の
強
い
に
日
は
、
火
を
つ

け
る
勇
気
よ
り
、
『
や
め
る
勇

気
』
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

※写真は以前の

ものです。 

全  国 さつま町

1位 放火 たき火

2位 こんろ こんろ

3位 たばこ
灯火
(ろうそく等)

4位 放火疑い
電灯・
電話等の配線

5位 たき火
かまど・
風呂かまど
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隊長 豊増 浩三 以下 15 名 

 私たちラッパ隊は、町内の各分団から選抜された 15 名

の隊員で構成されています。  

  活動は消防出初式をはじめ、春・秋の火災予防運動訓練

式の式典で演奏を行っています。訓練は毎月１回消防署

で、また個人訓練として各自自宅、河川等で行っており、

各隊員上手く演奏できるよう、訓練に励んでいます。    

今後も隊員が一致団結して、ラッパ隊員としての誇りを

持ち活動に励んでいきたいと思います。  

９
月
24
日
、
平
成
25
年
度
購
入
し

た
最
新
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
交
付

式
が
あ
り
、
一
ツ
木
分
団
と
求
名
分
団

に
交
付
し
ま
し
た
。 

 

 

両
分
団
と
も
、
現
在
使
用
し
て
い
る

小
型
ポ
ン
プ
が
15
年
以
上
経
過
し
て

い
た
た
め
、
更
新
計
画
に
基
づ
い
て
更

新
し
た
も
の
で
す
。 

 

 
交
付
式
終
了
後
、
納
入
業
者
か
ら
ポ

ン
プ
の
操
作
方
法
や
点
検
整
備
な
ど

の
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た
団
員
は
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

「
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
、
現
在
、
火
災

気
象
通
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
・
・
」 

 

こ
ん
な
防
災
行
政
無
線
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

火
災
気
象
通
報
と
は
、
気気
象象
台台
がが
『『
気気

象象
のの
状状
況況
がが
火火
災災
予予
防防
上上
危危
険険
でで
ああ
るる

とと
認認
めめ
るる
とと
きき
』』
に
都
道
府
県
知
事
に
通

報
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
気
象
条
件
と
は
、
鹿
児
島
県
の
場

合
、
湿
度
が
65
％
以
下
・
最
小
湿
度
が

40
％
以
下
、
最
大
風
速
が
７
ｍ
以
上
と

予
想
さ
れ
る
場
合
で
す
。 

 

消
防
署
で
は
、
こ
の
通
報
が
県
か
ら
あ

っ
た
場
合
に
、
概
ね
８
時
～
18
時
の
間

で
発
表
と
解
除
を
防
災
行
政
無
線
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
火
災
気
象
通
報
が

発
表
さ
れ
た
場
合
は
火
災
発
生
危
険
が

高
い
気
象
状
況
で
す
の
で
、
畦
焼
き
等
を

中
止
す
る
な
ど
特
に
火
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
最
近
火
災
が
頻
発

し
て
い
ま
す
の
で
、
防
火
へ

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
し
ま
す
。 
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10
月
21
日
、
田
原
の
雨
乞
石

周
辺
で
、「
登
山
者
が
ハ
チ
に
襲

わ
れ
た
後
、
一
人
が
斜
面
を
滑

落
し
て
ケ
ガ
を
し
て
い
る
。
」
と

の
想
定
で
、
山
岳
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
地
上
か
ら
の
救
出

に
は
時
間
が
か
か
る
と
の
判
断

に
よ
り
、
県
防
災
ヘ
リ
も
要
請
。 

 

 

地
上
か
ら
徒
歩
で
入
山
し
た

救
助
隊
に
よ
る
救
出
後
、
防
災

ヘ
リ
へ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
可
能

地
点
ま
で
ケ
ガ
人
を
担
架
で
搬

送
。 

そ
の
後
、
降
下
し
た
航
空
隊
員 

             

                    

に
よ
り
防
災
ヘ
リ
へ
収
容
さ
れ
、

宮
之
城
運
動
公
園
ま
で
搬
送
、

待
機
中
の
救
急
隊
へ
引
き
継
ぐ

ま
で
を
本
番
さ
な
が
ら
に
実
施

し
ま
し
た
。 

 

さ
つ
ま
町
は
霊
峰
紫
尾
山
か

ら
連
な
る
山
々
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
訓
練
を
今

後
の
救
急
・
救
助
活
動
に
生
か

し
て
ま
い
り
ま
す
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「1・2・3・4・・・」心肺蘇生

と AED の使用法をマスター 
【消防団員普通救命講習】 

放水訓練を終えて。防火衣姿がキ

マってますね(*^_^*) 
【山崎中職場体験学習】 

水圧に耐えて放水訓練中。仲間

との支え合いが大切です。 
【鶴田中職場体験学習】 

「放水はこの姿勢で！」真剣な

表情で研修中です。 
【新入団員合同訓練】 

「そこはしっかりと結べよ！」

水防演習で木流し工を実施中。

【川内川水防演習】 

防火衣と呼吸器を迅速装着中。

「早くせんと間に合わんぞ！」

【薩摩中職場体験学習】 


